
心

す
る
に
あ
た
ら
た
い
。

　

漕
運
は
國
都
の
食
糧
問
題
と
必
然
的
開
係
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
政
治
経
臍
方
面
の
諸
問
題
と
回
聯
し
て
考
究
さ
る

べ
き
は
勿
論
、
漕
路
の
状
態
、
そ
の
使
遷
、
運
輸
方
法
等
人
文

地
理
學
的
考
察
は
尤
も
重
要
で
あ
る
。
叉
運
米
の
途
次
に
於
け

る
運
賃
の
問
題
、
舟
人
の
不
正
、
侵
盗
、
へ
り
米
の
對
策
等
の

閣
明
、
及
び
漕
運
に
よ
っ
て
醸
成
せ
ら
れ
る
祀
命
問
題
の
研
究

も
等
閑
に
附
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
、
以
上
は
漕
運
問
題
の
有

す
る
多
面
性
で
あ
り
、
研
究
の
興
味
も
困
難
も
賓
に
こ
ｘ
に
存

1°s・｀゜“゛“゛
・
一
憧
憬
－

す
る
の
で
あ
る
。
か
く
考
へ
来
れ
ば
、
我
々
は
以
上
諸
論
文
に

於
て
は
未
だ
充
分
な
る
満
足
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ら

う
。
又
各
時
代
の
そ
れ
が
充
分
に
究
め
轟
さ
れ
た
と
し
て
も
、

ま
だ
く
問
題
は
轟
き
な
い
。
更
に
各
代
を
通
じ
て
漕
法
の
受

遷
、
漕
運
営
事
者
の
性
質
、
脚
韻
の
堵
減
等
の
諸
事
項
に
開
し

て
比
較
研
究
を
試
み
た
た
ら
ば
、
そ
こ
に
時
代
々
々
の
も
っ
特

殊
の
色
相
が
看
取
せ
ら
れ
る
と
I
"
＾
ｙ
、
時
代
の
動
き
と
い
ふ

も
の
が
感
知
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
該
問
題
の
研
究
の

領
分
は
な
か
く
廣
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
昭
和
十
二
年
十
一
月
二
十
日
―
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寄
輿
さ
れ
た
功
は
決
し
て
斟
し
と
し
な
い
で
あ
ら
う
。
因
み
に
、
碑
石
の
大
き
さ
は
縦
約
五
尺
八
寸
、
横
約
三
尺
四
寸
。

そ
の
他
こ
の
碑
に
開
す
る
詳
細
は
手
拓
者
白
身
の
報
告
に
侯
つ
こ
と
Ｘ
し
度
い
。
（
田
村
）
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